
所知障と五明処
－『中辺分別論」安慧釈に基いて－

松下俊英

はじめに

「中辺分別論」第3章「真実品」では，煩悩障と所知障の議論が展開される。

その中で，所知障を解釈して安慧は「所知障の所知とは五明処である」とする。

煩悩障は声聞・独覚，菩薩にとって共通の障碍であるのに対し，所知障は菩薩

だけの障碍である。五明処とは‘内明(adhyatma-vidya,仏教内の教義),声明

(vyakarana-vi｡/Sabda-vi｡,文法学),因明(hem-vi｡,論理学),医方明(cikitsa-vi｡,医

術)，工巧明(Silpa-karma-sth511a-vi｡,世間的な仕事の技術）の五つである。五明処

は「琉伽師地論」『菩薩地」にすでに内容が整理され，菩薩にとっての課題と

されている。しかし五つのうちで，医方明や工巧明は世間的な仕事の技術を意

味しており，出家修行者には関係のないものである。本稿では『琉伽師地論』

以前のパーリ・ニカーヤ文献阿毘達磨文献大乗経典におけるその世間的な

行為の用例を確認し，なぜ琉伽行唯識学派が医方明や工巧明を含めた五明処を

大きく取り上げ，また，安慧がなぜ所知を五明処としたのかを確認してみたい。

1『中辺分別論』安慧釈にみられる所知障解釈

まずは唯識学派の所知障解釈からみていこう。初期唯識文献である『菩薩

地」では、菩薩の克服すべき大きな課題として複数の章に所知障が取り上げら

れている。その中「真実義品」では，冒頭において真実義(tattvartha)を略説

すれば，如所有性と尽所有性の二種であると説かれ，さらに分類すれば四種と
（1）

なるという。その四種とは,1.世間極成2道理極成,3煩悩障浄智所行
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4．所知障浄智所行である。それらのうち，4．所知障浄智所行は以下のように

説かれる。

BBhp.38.18-28.

jfieyavaranaviSuddhﾘ箙nagocarastattvamkatamat・jiieyejfianasyapratighata

3varanamityucyate.tenajfieyavaranenavimuktasyajfianasyayogocaroviSayas

tajjiieyavaranaviSuddhU海nagocarastattvamveditavyam.

tatpunahkatamat・bodhisattvanambuddhanamcabhagavatam

dhannanairatmyapraveSayapraviStenasuviSuddhenacasarvadharmanam

nirabhilapyasvabhavatamarabhyaprajfiaptivadasvabhavanirvikalpasamena

jfianenayogocaraviSayah.sasauparamatathataniruttarajfieyaparyantagata

yasyahsamyaksarvadharmapravicayanivartantenabhivartante.

所知障を清浄にする智の領域という真実とは何か。所知に対する智のさま

たげが障碍であると言われる。この所知障を離れた智の領域，つまり対象，

それが所知障を清浄にする智の領域という真実と知るべきである。

さらにそれは何か。諸菩薩・諸仏世尊の，法無我に悟入せんがために，

切法は不可言の自性を持っているということについてすでに悟入し，十分

に清められた〔智〕によって，〔しかもその智は〕仮説の言説の自性を分

別しないという点で平等な〔智なのであるが。その〕智によって〔知られ

るところの〕対象領域それこそが崇高なる無上の真如であり，所知の極

限である。〔そこまで考察が達するならば〕そ〔の真如〕から考察が還る

だけで，超え出ることがないのである。

上記引用は所知障を解釈して「所知に対する智のさまたげが障碍である」と

説いている。この解釈は以下にみる「中辺分別論』安慧釈にもみられることか

ら，唯識学派における所知障解釈の定型句といえる。

さて上の引用に，所知障を清浄にする智の領域とは「崇高なる無上の真如で

あり，所知の極限である」と説かれるように，そもそも唯識学派の論耆では所

知には真如や法界，あるいは空性が意図されている。そのことは『摂大乗論」

の玄英訳が「所知依分｣，「所知相分｣，「入所知相分」などといった章題を与え
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ているところからも垣間見ることができる。さらに安慧自身が所知に空性を意
（2）

図させてもいる。

一方で，『中辺分別論』第3章「真実品」を註釈する際，安慧は所知障の所

知は五明処だと明言している。「真実品」に説かれる「所知障浄智所行」につ

いて安慧は以下の註釈をなす。

MAVTp.130.1－9．

jintavyamjfieyam,taccasarvatmanapancavidyasth珈且ni,tanipunar

adhyatmavyakaranahemcikitsasarvaSilpakannasthanakhyani.

tatrajiianavibandhabhntamakliStamJ"namjheyavaranam.tadviSodhanam

lokottarajiiananulomadhimukticaryabhnmisamgrhrtampramuditadyekadaSa-

bhnmisamgrhrtam,ta叩騨thalabdhamcajmnam.tatpunarbodhisattvatathagatasanta-

navalti,tasyacatathatasarvatragadyarthamukhenalambanamityatojieyavarana-

viduddhU頑nagocarasyatattvamtathata.

〔所知障の〕所知とは，知られるべきものである。それは総体として五明

処である。つまりそれら（五明処）は，内〔明〕・声〔明〕・因〔明〕・医

〔明〕・一切の工巧〔明〕処と呼ばれるものである。

そこ（五明処）に対して，智をさまたげる不染汚無知が所知障である。そ

れ（所知障）を清浄にするものは，出世間智に随順する信解行地の範鳫に

ある〔智〕と歓喜〔地〕などの十一地の範N壽にある〔智〕と，それの後得

智とである。さらにそれは菩薩如来の相続に続くものである。また，一切

の「遍行などの意味」を通して彼（菩薩）にとっては真如が所縁だから，

それ故，所知障を清浄にする智の領域の真実は真如である。

上のように，安芸は所知とは五明処であると説く。さらに「そこ（五明処）

に対して，智をさまたげる不染汚無知が所知障である」と論じる。ここで述べ

られていることは，先に確認した『菩薩地」「真実義品」に「所知に対する智

のさまたげが障碍であると言われる」と説かれることに一致する。しかも安慧

は「菩薩地」に説かれる「所知」を「そこ（五明処)」に入れ替えてさえもいる。

所知障は菩薩だけのさまたげであるから五明処もまた菩薩だけに関わるも
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のといえる。五明処の中，内明は仏教それ自体を指すのだから，なすべきこと

とするのはもちろんである。また声明と因明は，仏教を正しく理解するため，
（3）

また他者に理解してもらうための手段である。すなわち，これらは仏教理解の

ためにかかせない分野なのである。

一方で，医方明・工巧明は仏教と深く関わらない。これら仏教と疎遠な世間

的な行為が，なぜ菩薩のなすべきことに組み込まれたのか。以下に，唯識論害

以前の文献に遡って確認してみよう。

2パーリ，阿毘達磨文献における医方明・工巧明

2.1パーリ文献における工巧明

パーリ文献の中，クッダカ・ニカーヤ「ウダーナ（[ﾉ”"α)」「ナンダの章」

には，比丘たちが托鉢を終えて「友よ，誰が技術を知っているのか，誰が何の
（4）

技術を学んでいるのか，どの技術が一番勝れているのか」と雑談を開始する記

述がある。そこでは，それぞれの比丘が「これが一番勝れている」と様々な職

種の技術を列挙している。するとそこにブッダが近づき「比丘たちよ，それ

（そのような雑談）はあなた方良家の子息たち，信をもって家から出家した者た
（5）

ちにとって実にふさわしくない」と注意し，以下の偶を唱える。

Udp.32.15-16.

asippajYvTlahuatthakamoyatindriyosabbadhivippamutto.

anokasarlamalnonirasohatvamaramekacarosabhikkhn.

技術によって生活する者でなく，利益に対する欲望が少なく，制御した感

官を持ち，どんな場合にでも解脱しており，

家なくさすらい，「私のもの」がなく，欲望を欠いている。魔を打ち倒し

て，独りあゆむ者，彼が比丘である。

このようにブッダは法に関わらない世間的な技術について雑談する比丘たち

を諫めている。世間的な行為に関わり，評価することは，生活の糧をみずから

得ることを放棄した比丘にふさわしくない，とブッダは言う。

また，『ニッデーサ(M"esq)」は，『スッタニパータ(s""α"""/")」に「人か
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ら尋ねられたのではないのに，他人に向かって，自分が戒律や道徳を守ってい

ると言いふらす人は，自分で自分のことを言いふらすのであるから，かれは
（6）

〈下劣な人〉である，と真理に達した人々は語る」と説かれる偶を註釈してい

る。その中で「言いふらす」とは「私は戒禁を備えた者だとか，種姓を備えた

者だ」などと自‘|曼げに言う者だと指摘している。そして言いふらす者の中に

「技術の領域(siPpayatana)[を備えた者〕だとか，学術分野(vUjatthana)[を備
（7）

えた者〕だ」という工巧について自慢げに言う者を取り上げており，身分や職

位を誇った発言をなす者は「下劣な人」であると示している。

このように，パーリ文献において，世間的行為は比丘には全く必要のないこ
（8）

とであり，行為自体を評価することも禁止されている。そして『ニッデーサ」

でみられたように，世間的行為に携われば自分の身分や職位を自慢することに

繋がるとも考えられている。

では次に阿毘達磨文献を確認してみたい。

2.2阿毘達磨文献における工巧明
（9）

阿毘達磨文献においては世間的行為の用例はほとんどみうけられない。しか

し‘パーリ文献に示された，身分などを自'|曼する行為を一つの煩悩として分析

している。『阿毘達磨集異門足論」は煩悩・随煩悩を解説する際に以下の記述

をなす。

『集異門足論」384bll-18.

我勝'|曼類云何。答如有一類。作是念言我之種族形色作業工巧財位寿量力

等或総，或別，皆勝於彼。由此起|曼，已慢，当慢，心高挙心侍蔑。是

謂我勝|曼類。

我勝|曼類とは云何。答う，一類有るが如し。是の念を作して言はく，我が

種姓・形色・作業・工巧・財位・寿量・力等或いは総じて‘或いは別し

て『皆な彼れに勝ると。此れに由りて慢を起し，已‘|曼し，当‘|曼し，心高挙

し，心侍蔑する。是れを我勝慢類と謂う。

上記引用は我勝|曼類，我等慢類，我劣'|曼類を論じる一節であり「私の種族．
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形色・工巧などは彼よりすぐれている，あるいは彼と等しい，あるいは彼より
（10）

劣っている」とみなすことが「'|曼」であると解説している。その中に工巧が例

として挙げられ，先にみた「ニッデーサ』が示した内容が‘一つの慢という煩

悩のダルマとして分析されている。

また「阿毘達磨法盈足論」においても『集異門足論』の用例のように「橋」

を解説する際に「我が種姓・家族・色力・工巧・事業若しは財，若しは位，

戒・定･慧等随一の殊勝なり｡此れに由りて起す僑・極|喬，酔・極酔，悶・

極悶，心の傲逸心の自取，起・等起生・等生，高・等高挙・等挙，心の
（11）

弥漫の性を総じて名づけて情と為す」といって，ダルマの一つを説明する嚥例

として工巧を挙げている。

このように，『集異門足論」では「‘|曼」を解説するにあたって，『法蘓足論」

では「'|喬」を解説するにあたって工巧明が示されていた。これは先の『スッタ

ニパータ」を註釈する『ニッデーサ」と同じ趣旨をもつと理解できる。すなわ

ち，職人の領域を備えた者だとか学術の領域を備えた者だと自‘|曼する煩悩のダ

ルマを示すものである。

さて，今上に見てきた経論では，世間的行為は，比丘が避けるべき行為だと

され，その行為から起こる煩悩について解説がなされていた。一方，大乗経典

に至っては，その世間的な行為こそ，菩薩のなすべき行為であると明示するよ

うになる。以下に確認してみよう。

3大乗経典における医方明・工巧明

3.1『八千頌般若経jにおける工巧明

『八千頌般若経」第17章「不退転品」には，不退転の菩薩を主題にしてブッ

ダがスブーテイに教え伝えるという場面が描かれる。その中‘スブーテイは何

が不退転の菩薩の心清浄であるのかを問う。それに対しブッダは以下のように

説く。

ASPp､163.7-13.

punaraparamsubhnteavinivartanryobodhisattvomahasattvona
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labhasatkaraSlokagurukobhavati,nacTvarapindapataSayanasanaglanapratyaya-

bhaiSajyapariSkaragurukobhavati,nerSyamatsaryabahulobhavatinaca

gambhTreSudharmeSubhaSyamaneSusamsTdati.sthirabuddhigcabhavati,

gambhlrabuddhiScabhavati,satkItyacaparatodharmamSmotiyamcasatkrtya

paratodhannamSmoti,tamsarvamprajfiaparamitayamsamsyandayati.yanica

laukikaniSilpasthanakannasthanani,tanisavaniprajmparamitamagamya

dharmatayasamsyandayati.nacakamciddhannamsamanupaSyati,yamna

dhannadhamnayojayati・sarvamevacatamprayUjyamanamsamanupaSyati.

また他に，スブーテイよ’不退転の菩薩摩訶薩は，利得・栄誉・称賛を重

んじることなく，衣，托鉢で得た食物寝台や座具病を癒す薬という生

活資具を重んじることなく，嫉妬・羨望が多くない。甚深なる法が説かれ

ても沈み込まない。堅固な理解力があり，甚深なる理解力があり，尊敬し

て他者から法を聞く。尊敬して他者から聞いた法すべてを般若波羅蜜に一

致させる。また世間的な技術(silpa)の分野・仕事(kannan)の分野，それ

らすべてを般若波羅蜜に依拠して法性（空性）と一致させる。法界と結び

つかないようないかなる法も見ない。あらゆるすべてがそれに結合してい

ることを見る。

上の引用では，不退転の菩薩は，聞いた法のすべてを「般若波羅蜜」に一致

させる者だとされ，世間的な技術の分野・仕事の分野のすべてを般若波羅蜜に

依拠して空性と一致させるとする。パーリ・阿毘達磨文献で，医方明・工巧明

は行うことが否定されていたのに対し，『八千頌般若経」では敢えてそれらを

衆生利益のために行うとしている。菩薩は，すべては空であるということを理

解し，それにもとづいて執著なく世間的行為を衆生のために行うことができる。

すなわち，これが空性と世間との同一性を知ることなのである。

このように，空性と世間との同一性の理解によって，菩薩は衆生利益を行え

るようになる。そしてそのような菩薩は空性三昧解脱門・無相三昧解脱門・無

願三昧解脱門という三解脱門に入るが，声聞や独覚のように実際(bhptakoti)

を直証はしないと示される。なぜなら，菩薩は，般若波羅蜜と善巧方便に護ら
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れており，すべての衆生を捨てることなく，菩薩自身も無上正覚をさとること
（12）

ができるからだとする。

さて『八千頌般若経』が示した空性と結合している世間的な行為，すなわち

「技術や仕事の分野」を，菩薩の階梯に明確に組み込んだのは「十地経』とい

える。以下にその点を確認しよう。

3.2「十地経」における工巧明

『十地経」の中，第五難勝地では菩薩が般若波羅蜜と善巧方便によって衆生

を成熟させるために努める様子を描いている。すなわち、菩薩は具体的に工巧
（13）

明などの世間的行為を開始するのである。第五地では，菩薩は般若波羅蜜と善

巧方便によって世間的な行いをなすが，第七遠行地に至ると，世間的な行いを

無功用に働かせるようになると説かれる。

DBhSp.120.4-15.

so'syamsaptamyambodhisattvabhnmausthitobodhisattvo'dhyaSayapariSuddhena

kavakarmanasamanvagatobhavati.adhvaSavapariSuddhenavakkarmanadhv5-
ゾ ー ゴ ーヘ

SayapariSuddhenamanaskarmanasamanvagatobhavati・sacemedaSakuSalah

ka面napathastathagatavivamitistansarvenasarvamsamatikrantobhavati･Ve

cemedaSakuSlahkarmapathahsamyaksambuddhanubh5vitastanSatatasamitam

anuvartate.yanicemanilaukikaniSilpasthanakannasthananiyanyabhinirhrtani

paiicamyambodhisattvabhnmautanyasyasarvanyanabhogataevapravartante.

saacaryahsammatobhavatitrisahasramahasahasralokadhatau.sthapayitva

tathagatanarhatahsamyaksambuddhana8tamTmbhnmimupadayacabodhisattvan

nasyakaScitsamobhavatyaSayenav5prayogenava.

この第七の菩薩地に住するかの菩薩は，増上した意欲によって清浄になっ

た身業を備えた者となる｡増上した意欲によって清浄になった口業増上

した意欲によって清浄になった意業を備えた者となる。そして，如来が非

難するかの十不善業道があるのだが，彼は，それらをあらゆる点ですべて

超越した者となる。また，正覚者が理解したところの十善業道に，常につ
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き従っている。また，第五の菩薩地において行われた，かの世間的な技術

の分野・仕事の分野が，彼には無功用に働くこととなる。彼は，三千大千

世界において師と認められる者となる。如来，阿羅漢正覚者，また第八

地以上の菩薩を除いて，意欲という点で，または加行という点で，彼（第

七地の菩薩）と同等な，いかなる者もいない。

第七地に住する菩薩は，まず十不善業道を超越し，十善業道につき従う者と

なることが示されている。そしてその菩薩は，世間的な技術・仕事の分野を無

功用に働かせる者となると言われている。十地思想の前身と言われる『マハー

ヴァストゥ」における第七地の説示箇所でも，呪文や計算などの世間的な行い
（14）

は衆生利益のため菩薩がもたらしたと説かれている。このことから，十地思想

の初期の段階から，世間的な行いは第七地で無功用に働かせるようになるとい

うことが定着していたと考えられる。一方，先の第五地においても，般若波羅

蜜と善巧方便によって，世間的行為をなすと言われていた。この第五地と第七

地の違いは第六現前地による。

第六現前地では「彼（菩薩）がこれら三解脱門を修習するならば，自己・他

者〔という区別〕の想いを離れる。行為者・受動者〔という区別〕の想いを離

れる。有・無〔という区別〕の想いを離れる。さらにますます大悲に専念する
（15）

ことに努め励む」と言われる。

「八千頌般若経」のように，『十地経」第六地においても三解脱門を修習して

はじめて衆生利益が行えると説かれている。『八千頌般若経』では菩薩は衆生

利益のため空性を直証しないと説かれていた。ここでも同様に，菩薩は第六現

前地において空性を観察し，無相を観察し，空性と世間との同一性を知ること

で五明処の中でも世間的な工巧処などの衆生利益を，大悲をもって行い，次の

第七地においてそれを無功用に働かせることができるようになるのである。こ

のことは『菩薩地』「住品｣，第六地相当部において，まずは三解脱門を知って，

それに依拠して「衆生に恩恵を与えるため，完全には，一切の有為法を断ちき

ってしまわない。このように，智と悲を備えた彼（菩薩）には，この〔現前〕

住において，無執着の智の現前と名づけられる，般若波羅蜜住が現前となる。

(39)94



（16ノ

これによって，彼はあらゆる世間的な行為に対し執着なく行うのである」と説

かれることにも一致している。また「十地経」の最終章では，「歓喜という菩

薩地に住している菩薩は，あらゆる世間的な詩・論・呪文の学問の際限なき宝
（17）

庫である」と言われる。歓喜地の菩薩が「世間的な学問の宝庫」といわれると

いうことは，すでに初地の菩薩に利他行を行う可能性が備わっているというこ

とである。

すなわち，菩薩とは，初地である歓喜地ですでに衆生利益を行う素質を持つ

者を指し，第五地に至ってその行為を開始する者である。そして第六地では，

菩薩は三解脱門により空性と世間的行為の一致を観て，第七地に至って世間的

行為を完成させ，努力なくそれらを行うようになるのである。

そのことは「八千頌般若経』も同じく，無上正覚を覚ろうとする菩薩は般浬

梁できるにもかかわらず般浬桑せず，苦しむ衆生を観察して輪廻を恐れないと
（18）

説くことに一致する。すなわち，般浬梁せず，浬藥にとと､まらない菩薩像を提
（19）

示している。

このように，大乗経典では，衆生利益のために浬藥にとどまらない菩薩像を

描いている。そしてその衆生利益とは，空性に等しいあらゆる世間的な行為を

指す。このことから，菩薩は，衆生利益のためならば，世間的な医方明・工巧

明に精励するのである。このような菩薩像を念頭において，『中辺分別論」に

おける安慧の意図を確認してみよう。

4『中辺分別論』が示す菩薩道

安菫が「中辺分別論」を註釈して所知とは五明処であるとしたのは先に確認

した。また『中辺分別論」第2章「障品」では安慧は「声聞・独覚には煩悩障

だけで不染汚無知はないのか」という問いをたて，それに答えて「聞資糧」に

よって菩薩はあきらかにされるから，不染汚無知は菩薩だけの障碍であると論

じている。そしてその論拠に，五明処を主題にした『荘厳経論」第11章「述

求品」第60偶を引用している。安薑が五明処の偶を引用したのは，『荘厳経

論」第11章に対応する『菩薩地』「威力品」に，菩薩の「聴聞」の対象が五明
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処であると示していることに由来する。さらに，その『菩薩地」の「力種姓

品」では，五明処の完全な修得が一切智を獲得する条件であることが示されて
（20）

いる。さて，その『中辺分別論」第2章では，菩薩の-'一地に対する障碍は不染
（21）

汚無知だとされている。その不染汚無知を主題に安慧は以下の註釈をなす。

MAVTp99.4-8.

yadyanyo'pikleSaavaranamsyatkasmaduktambhUmiSvakliStamev可mnam

avaranamiti,asadharanatvat.etaddhibodhisattvanamevanirvanadhigama-

vibandhairvartatenaSravakadrnam,tathahi,dravakahpratyekabuddhaScatasmin

satyevamucyantenatubodhisattvaityato'sadharanam.

もし，他の煩悩も障害であるならば，なぜ諸地に対し，不染汚無知のみが

障碍であると説かれたのかルといえば，〔不染汚無知は声聞・独覚と〕共

通しないものだからである。というのは，これ（不染汚無知）は，菩薩た

ちだけの浬藥の証得のさまたげとなるが，声聞などにとっては〔さまたげ

と〕ならないからである。なぜなら，声聞たちと独覚たちとは，それ（不

染汚無知）が正に存在していても解脱する。しかし諸菩薩は〔解脱し〕な

いから，それ故共通しないものである。

上の引用では，不染汚無知は声聞・独覚の障碍とならず，菩薩だけにとって

の浬藥の証得の障碍となると解説される。菩薩は，阿羅漢を目指す声聞・独覚

と異なって，一切智を得て，仏となることを目指す者である。

上に言われる「菩薩だけの浬藥」については，同じ第2章「障品」にその内

実が示される。「障品」では，53の障碍が列挙されるが，菩薩だけの障碍に

「輪廻の取捨に対する障碍」が含まれている。この障碍について安慧は「菩薩

が悲によって輪廻を取り，慧によって輪廻の過失を如実に見て捨てる。それ故，
（22）

煩悩が無いのに，衆生を見ることから生を取ることが無住処浬藥だ」という。

これは『八千頌般若経」が示す，般浬葉できるにも関わらず，浬藥しない菩薩

像を受け継いでいる。すなわち，上記引用の「菩薩だけにとっての浬梁」とは

無住処浬梁を意味する。そしてここに示される無住処浬藥は衆生利益に他なら

ない。すなわち不染汚無知は，無住処浬藥という衆生利益のさまたげとなるの
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である。

不染汚無知が所知障であることは周知のことである。よって，無住処浬梁で

ある衆生利益をさまたげるのは，不染汚無知なる所知障なのである。さらにそ

の衆生利益は，五明処そのものである。すなわち所知障が五明処のさまたげと

なるということである。以上のことを考慮すれば，所知障の所知を五明処だと

註釈することは，至って自然なことだといえよう。

おわりに

『中辺分別論」を註釈する安慧は，所知障の所知は五明処であると明示して

いた。基本的に唯識学派では所知は空性，法界などを意味する。本稿では安慧

のこの解釈の意図をさく、るため，『琉伽論』以前の，パーリ・ニカーヤ文献

阿毘達磨文献大乗経典における世間的な行為の用例を確認した。

初期の仏教では，出家修行者にとって，世間的行為はさけるべきことがらと

して示され，阿毘達磨文献ではその行為によって起こる煩悩の一例が示されて

いた。当然，煩悩が起こることから世間的行為はさけるべきことがらである。

一方，大乗経典に至ると，それらの行為は菩薩のなすべきこととされる。なぜ

なら世間的な行為が衆生利益のためとなるからである。そして，空性と世間的

な行為すべてを一致させて，努力せずにその行為を行う菩薩像が示されている。

そのような菩薩は，般浬梁できるにもかかわらず，衆生利益のために般浬藥し

ない者でもある。すなわち，大乗経典は「浬藥にとどまらない菩薩」という新

たな理想像を展開している。このような大乗経典の影響を大きく受けた「中

辺分別論」は，菩薩の十地それぞれに不染汚無知がさまたげとなると説く。安

慧は，不染汚無知は声聞・独覚にとっての浬藥のさまたげとならないが，菩薩

にとっての浬梁のさまたげとなると註釈していた。菩薩にとっての浬藥とは，

「浬藥にとと、まらない」という新たな境地，無住処浬藥を指す。よって，不染

汚無知が菩薩の浬薬無住処浬梁をさまたげるということである。無住処浬藥

は衆生利益のためであって，そこには医方明・工巧明という世間のあらゆる行

為も含まれている。すなわち五明処である。そして，不染汚無知は所知障であ
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るのだから，所知障が五明処にとっての障碍といえる。安慧が所知障の所知は

五明処であると註釈した理由がここにある。

、、

汪
′、

(1)BBhp.37.1-7．tattvarthahkatamah･samasatodvividhahyath5vadbh5vikatamca

dhannanamarabhyayabhntata.yavadbhavikatamcarabhyayZdhannanamsarvata.iti

bhntatasarvatacadharmanamsamastastattvarthoveditavyahsapunareSatattvarthah

prakaraprabhedataScaturvidhah.lokaprasiddhoyukutiprasiddhahkleSavaranaviSuddhi-

jiianagocarojfieyZvaranaviSuddhU頑nagocarasca
”ヘ

(2)MAVTp､50.9-15.aviparyasarthenabhntakotih,bhntamsatyamavipaITtamityarthah,koth

paryantoyatahparenanyajjiieyamnastrtyatobhntakotirbhntaparyantaucyate,katham

tathatajheyaparyantaucyate,jiieyavaranaviSodhanaimnagocaratvat.aviparynsarthenety

anadhyaropanapavadarthena,atraivakaral]amaha,vipalyasavasmtvaditi,viparyasohi

vikalpah,vikalpanalambanatvgnnavipary5savasm.「不転倒という意味によって実際で

ある」〔とは〕，実(bhnta)とは諦(satya),不迷乱(aviparTta)という意味である。

際(koti)とは限界(paryanta)である。それを超えて他の所知は存在しないから，

それ故，実際は「実の限界」といわれる。どうして真如が所知の限界と言われるの

か。所知障を清浄にする智の領域だからである。「不転倒という意|床によって」と

は，不増益・不損減という意味によってである。この場合の理由を，「転倒が起き

るような事物ではないからである」と説くのである。転倒とは分別のことである。

分別〔が起きるような〕所縁ではないから転倒が起きるような事物ではないという
ことである。

安慧は「実(bhnta)」は諦であり，「際(koti)」は限界であると論じている。す

なわち，真実の極限が「実際」であり，空性と同義であるというのである。加えて，

「それを超えて他の所知は存在しないから，それ故実際はく実の限界〉と言われる。

どうして真如が所知の限界と言われるのか。所知障を清浄にする智の領域だからで

ある」と説いている。「それを超えて他の所知は存在しない」という意味は，先に

みた「菩薩地」に「仮説の自性を分別しないという点で平等な智，その智によって

知られる対･象領域それこそが崇高なる無上の真如であり，所知の極限である。

〔そこまで考察が達するならば〕そ〔の真如〕から考察が還るだけで超え出ること

がない」と説明されていたことと同じ意味内容を示している。さらに「真如がどう

して所知の限界といわれるのか」という問いに対し「所知|潭を清浄にする智の領域

だから」と返答している。知られるべきものの極限とは真如が意図されているとい

えよう。（所知が真如や法界であることは池田道浩「玲伽行派における所知障解釈

の再検討」（『駒澤短期大学仏教論集」第6号,pp.31-39)参照｡）

上のように所知は真如，法界を意|床する。しかし所知は五明処であるということ

と決して矛盾しない。そのことは本稿で確認する「八千頌般若経」が説く「世間的

行為と空性との一致」と説くことを顧みれば理解できる。また玲伽の五道という修
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習階梯に着目すれば，見道で所知（空性）の覚知，修道で衆生利益のための所知

（五明処）の実践と区分することもできる。

(3)MSABh(SylvainLevied,Mqh勾互"α”"瓦/α碗ﾙグ".HonoreChampion,Paris,1907)

p.70.14-18.pamcavidhamvidymsthanam.adhyatmavidyahemvidy圃sabdavidyacikits3vidya

silpakannasthanavidyaca.tadyadarthambodhisattvenaparyeSitavyamtaddarSayati.

sarvajhatvapraPtyarthamabhedenasarvam.bhedenaPunarhetuvidyamSabdavidyamca

paryeSatenigraharthamanyeSZmtadanadhimuktanam.cikitsavidyamSilpakarma-

sthanavidymmcanyeSimanugrahalthamtadarthikanam.adhyatmavidyamsvayam

可面rtham・明処は五種である。内明，因明，声明，医方明，工巧明である。菩薩に
よって求められるべき目的を示す。総じればすべて〔の明処〕は一切智者性を獲得

するためである。さらに区分していえば，因明と声明を，それを信解していない他

の人々の制圧のため求める。医方明と工巧明を，それを求める他の人々の恩恵のた

めに〔求める〕・自ら知るために内明を〔求める〕。

(4)Udp3124-25.konukhoavusosippamJ且nati,kokimsippamsikkhT,kataramsippanam

aREantl.

(5)Udp31.12-14nakhvetambhikkhavemxlhakampatirnpamkulaputtanamsaddhaya

agarasmrianagariyampabbajitmam

(6)Sn782yoattanosTlavatanijantuananuputthocaparesapava,anariyadhammamkusala

tamghu,yoatumanamsayamevapavH.

(7)ノVMc"ｾ"(MQ/i"-"icigib",LouisdeLaVall6ePoussinandEdwardJosephThomaseds.,1

vol.,PTS,London,1916.)p.688-17.(adSn.782)'an5nuputtho'tiaputthoapucchito

anayacitoanajjhesitoappasZdito'pav5'tiattanosTlamvivattamvisTlavattamvap5vadati

ahamasmisTlasampannotiva,vattasampannotiv3,sTlavattasampannotiva,jatiyavi

gottenavakolaputtiyenavavannapOkkharatayavadhanenavnajjhenenav3

kammayatanenavasippayatanenavavijjatthanenavasutenavapatibhinenava

a市atarafifiatarenavavaiihuna,ucc5kulapabbajitotiva,…・「尋ねられたのではないの

に」とは，尋ねらたのでない，問われたのでない，求められたのではない，要求さ

れたのではない，清浄にされていない〔という意味である〕。「言いふらす」とは，

自分自身の戒あるいは禁，あるいは戒禁を言いふらす。〔つまり〕私は戒を備え

た者だとか，禁を備えた者だとか，戒禁を備えた者だとか，〔善き〕生まれ〔を備

えた者〕だとか，種姓〔を備えた者〕だとか，良家の子息であること〔を備えた

者〕だとか，蓮のように美しい容姿〔を備えた者〕だとか，財〔を備えた者〕だと

か，〔ヴェーダ〕学習〔を備えた者〕だとか。職人の領域〔を備えた者〕だとか，

技術の領域〔を備えた者〕だとか，学術分野〔を備えた者〕だとか‘学問〔を備え

た者〕だとか，答弁〔を備えた者〕だとか，あらゆる物事を備えた者だと〔いいふ

らす〕。〔また〕高貴な家から出家した者だとか…

(8)医方明についてはSn927に「アタルヴァ・ヴェーダに属する占いと夢占いと相の

占いと，さらにまた月宿占いを行うべきではない。そして，動物の鳴き声占い，懐

妊術や医術に私の〔弟子〕は。従うべきでない」(athabbanamsupinamlakkhanamno
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vidaheathoPinakkhattam,virutaficagabbhakaranamtikicchammamakonaSeveyya)と

説かれる。

(9)「阿毘達磨界身足論」（本稿で扱う漢訳のページ数はすべて大正新脩大蔵経によ

る)，「阿毘達磨品類足論｣，『施設論』には一切用例がみあたらない。『阿毘達磨大

毘婆沙論」においては，医方明に関して一箇所示され，そこでは仏を医者の瞼えに

あわせて解説している(837al3-17)。工巧に関しては三業との関連で説かれること

がほとんどであり，その言動を起こす心を主題にして論じている(661aO6-9)。ま

た『倶舎論」（鋤〃鋤αr"7Qko"6施邸αQf"s"6α""'"，PrahladPradhalled.,Tibetan

SanskritWorksSeriesvol8,KashiPrasadJayaswalResearchlnstitute,Patna,1967)にお

ける工巧の用例は，士用果，増上果の説明に(p967-9),もう一箇所は欲界におけ

る無記を，異熟生・威儀路・工巧処・化心の四種に分類して解説する箇所に示され

るのみである(pl06.5-8)。

(10)『集異門足論』384bll-18(1)我勝'|曼類云何。答如有一類作是念言。我之種族

形色作業工巧財位寿量力等。或総或別皆勝於彼。由此起|曼・巳‘|曼当|曼・心高挙心侍

蔑。是謂我勝慢類。（2）我等慢類云何。答如有一類作是念言。我之種族形色作業工

巧財位寿量力等。或総或別皆等於彼。由別因縁而起於慢。已慢当慢。心高挙心侍蔑。

是謂我等慢類。（3）我劣慢類云何。答如有一類作是念言。我之種族形色作業工巧財

位寿量力等。或総或別皆劣於彼。由別因縁而起於慢。已慢当慢。心高挙心侍蔑。是

謂我劣’|曼類。(1)我勝慢類とは云何。答う，一類有るが如し。作是の念を作して言

はく，我が種姓・形色・作業・工巧・財位・寿量・力等，或いは総じて，或いは別

して，皆な彼れに勝ると。此れに由りて慢を起し，巳|曼し，当‘|曼し，心高挙し，心

‘|寺蔑する，是れを我勝慢類と謂う。（2）我等|曼類とは云何。答う，一類有るが如し。

是の念を作して言はく，我が種族・形色・作業工巧・財位・寿量・力等或いは

総じて或いは別して，皆な彼に等しと。別の因縁に由りて'|曼を起し，已‘|曼し，当|曼

し，心高挙し，心'|寺蔑する，是れを我等慢類と謂う･（3）我劣慢類とは云何。答う，

一類有るが如し。是の念を作して言はく，我が種族・形色・作業。工巧・財位・寿

量力等，或いは総じて，或いは別して，皆な彼に劣ると。別の因縁に由りて‘|曼を起

し，已慢し，当'|曼し，心高挙し，心|寺蔑する，是れを我劣慢類と謂う･

(11)『法穂足論』495c27-496a2.云何'|喬。謂有一類。作是思惟。我之種姓。家族色力。

工巧事業。若財若位。戒定慧等。随一殊勝。由此起'|喬極‘|喬酔極酔悶極悶。心傲逸。

心自取。起等起。生等生。高等高。挙等挙。心弥漫性。総名為僑。

(12)ASPp､184.19-26.evamuktebhagavanayuSmantamsubhntimetadavocat､svameva

subhntebodhisattvomahasattvahsarvasattvahitanukamprmaitrTviharTkarunaviharT

muditaviharrupekSﾖviharTupayakaujalyenal)rajhaparamitayヨcapariglhrtahkuSalamnl5ni

samyagbuddhamﾘ海tayaparinamanayaParinamyakimcapiSUnyatamgnimiiram

aPramhitamcasamadhivimokSamukhanyavatarati,natvevabhntakotimsak"tkaroti,yad

utasrﾖvakabhnmauvapratyekabuddhabhnmauvﾖ．tatkasyahetoh？tathnhyasya

balavattamadrdhatamaScaparigrahakah,yadutap呵顕pZramitaupayakaudalyamca.tena

asy5parityaktahsarvasattvah,tenaiSapratibalahsvastinakSemenaanuttaram
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samvaksambodhimabhisamboddhum.このように言われて世尊は，長老スブーティに

以下のことを語った。スブーテイよ’全く|司様に菩薩摩訶薩は，一切衆生に対する

恩恵と同情をもたらす，慈・悲・喜・捨に住し，善巧方便と般若波羅蜜によって完

全に取り囲み護られており，諸善根を正覚者に認められた廻向の仕方で廻向して，

空性・無相・無願という〔三〕解脱門に入る。しかし，実際(bhntakoti)を直接経

験はしない。つまり声聞地や独覚地におけるような〔直接経験はしないの〕である。

それはどうしてか。なぜなら，彼には，最も力強く最も堅固な完全な守護者，つま

り般若波羅蜜と善巧方便とがあるからである。それによって彼は一切衆生をうち捨

てることなく，それによって，能力のある彼はしあわせに，安全に，無上正覚をさ

とることができるのである。

(13)DBhSp.85.5-13.yanrminisattvahitanilokepracarantitadyathalipi"stramudra-

samkhyaganananikSepadT11inanadhatutantracikitsitamtrani.SeSapasmarabhnta-

grahapratiSedhakani.viSavetadaprayogapratighatakanikavyanZtakakhyanagamdharve-

tihasasampraharsanani・gramanagarodyananadTsarastajigapu5karmTpllSpaphalauSadhivana-

khandabhinirharani.suvamarnDvamanimuktivaidprvaSaml<haSilapravadaramakaranirdeSanani.
』ゾ ふ

camdrasUryagrahajyotirnakSatrabhUmicalamrgaSakunisvapnanimittapradeSapraveSani

sarvangapratyangalakSanacaranucaraprayoganimittani.samvaracaritrasthanadhyanabhm亙一

pramanEirnpyasthan5ni．yanicanynnyapyavihetanivihimsasamprayuktanisar-

vasattvahitasukhavahanitanyapyabhinirharati.karunikatayanupUrvambuddhad-

ha'mapratisthapanaya.[菩薩たちは〕世間における衆生の利益を行う。たとえば，

書・論・印・数・算・計算などを，種々の界論・医方論を，乾枯病・癩澗・悪魔の取

り愚きを撃退することを，毒・悪魔の作用を胴1こすることを，詩・演劇・叙事詩・コ

ンサート・物語によって楽しませることを，村・都・庭・川・沼・池・蓮池・花・果

実・薬草・森の一部を作ることを，金・銀・摩尼珠･真珠・玻璃・貝殻・ルビー・珊

瑚の生産地を教えることを。月・太陽・惑星星・星座・地震・動物烏・夢の想を

占ってわかることを，あらゆる肢体や各部分にみられる相，大小様々な行いを占うこ

とを，律儀の行・〔念〕処・神通・無量・無色に住することを，また他の，無悩・無

害と相応する一切衆生の利益・楽をも行う。悲のあることによって，順に〔衆生を〕

仏法に立たせるために。

(14)M"ハ"v"r",(EmileSenart(ed.),Tomel-31mprimel･ieNationaie,Paris,1882-1887)

pp.134．17－135．15．

(15)DBhSp.102.9-ll.saimanitrmivimokSamukhanibhﾖvayannatmaparasamjfiapagatah

karakavedakasamjiiapagatobhaviibhavasamjmpagato.bhnyasyamatrayamahakamnapurashtah

prayUjyate.

(16)BBhp.34422-26nacasarvenasarvamsamshtamvyupaSamayitavyamsattvanugrahartham.

tasyaivamjmnakarunyanugatasyasmillvihire'sarlgajfianabhimukhonama

prajiiaparamitavihirahabhisammukhTbhavatLyenayamsarvalaukikacalyasvasaktaScarati

(17)DBhSp20110-12evamevabhojinaputrapramuditayambodhisattvabhUmausthito

bodhisattvankarobhavatisarvalaukikak5vyaSastramantravidyanamapalyantahsarvalau-
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kikak5vyaSastramantravidyopayena.

(18)ASPp.146.21-25.duSkarakarakabhagavanbodhisattvahmahfisattvah,ye'nuttaram

samyaksambodhimabhisamboddhumsamprasthitah・evamrnpamdanamagamya,

evamrnPamSTlam,evamrnpamkSantim,evammpamvTIyam,evamrnpamdhyanam,

evamrnpamprajfinmagamyasvadhTne'piparinirvanenecchantiparinirvatum.apitu

paramaduhkhitamsattvadhatumabhisam7kSyaamlttarfimsamyaksambodhim

abhisamboddhukamahsamsarannotrasVanti.
〃

(l9)DBhSpl37.4-&
J、

(20)BBhp・105.25-106.2．sarvanicaitanipaficavidyasthannnibodhisattvahparyeSate

anuttaraynsamyakSambodhermahaimnasambharapariptiranartham.nahisarvatraivam

aSikSamanahkramenasarvajhajfianamanavaranampratilabhate.

(21)雌〃りﾉグ"ねvめﾉ画gzJbﾙ風"q(GadjinNagao(ed.),鈴木学術財団,1964)p.356-7.dhannadhﾖtau

daSavidhesarvatragndyartheyadakliSlamajfianamtaddaSasubodhisattvabllnmiSv

avaranaln．

(22）当該箇所は写本損失部である。以下にチベット語訳を示す。PekingeditionNo.5528,

57b8-58al.byangchubsemsdpa'isnyingIje'idbanggis'khorballyebarlenpadang/shes

rabkyidbanggis'khorba'inyespayangdagpajiltababzhindumthongste/stongpas

de'iphyirnyollmongspamedparsemscanlaltabasskyebayongssu'dzinPani/mignas

pa'imyanganlas'daspaste/

略号表

ASPzIs/""A"F"汝グ-PFq/""ﾌ”α耐"グ,P.L.Vaidyaed.､As/"a"""極P珂月""･α"7"亙砺/ル

HtJ〃6ﾙα的．α'sCo加加e"/α〃Qz//edJ4ﾉo",BuddhistSanskritTextsNo.4,Mithila

InstimteofPost-GraduateStudiesandResearchinSanskritLearning,Dharbhanga,

1960．

BBhBof""sα"va6ﾙ""(Maitreya),UnraiWogiharaed…Bo"ﾙ“"va6ﾙ"”:ASraie脚e"／

Q"W70/eCo"rseqj//'eBo""加α個ej"9FWree"r/zSec"o〃”励9"c"q6ﾙ""'"，

Tbkvo,1930-1936､repr.SankiboBuddhistBookStore.1971.
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BzJL北"7Q,RinsenBook,Kyoto,1983.

MAVTMZzfM)ﾉヮ"/αyめﾙ"g"iM(Sthiramati),SusumuYf'maguchied,M1f"W面"/αw‐

6h庵α献薊,破塵閤1934.repr鈴木学術財団,1966.
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